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してきたことに「自分で納得できる」とい うことは、おとなであつても小学生であっても同様

に大事なことだと思います。そ ういう意味で学年末の子どもたちの表情を見て、たいへん嬉 しく

なりました。 1年間で成長 した子どもたちは、もう、「4月 から〇年生だな」と来年度を楽しみ

にしています。来年度も、 1人ひとりとしても、学級や学年としても納得できる 1年になるこ

とを願つています。
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ほ ん ね ん ど      か え

1年が終わり次へと続く子どもたちの日々

3月 17日 金曜日、肌寒いながらも春の気配も感 じられる中、卒業式を行いましたとこれまで

に十分な練習をし、学級での纂覆の浮誨も緊 しんできた卒業生は、す|き 詩まらた誇らしげな要梧

で、日にはしらかりと前を見つめるような光が感 じられました。呼びかけもしつかりと声を出

し、合壇も業 しい暮きとハーモニーで、歯ぃてぃる災の芯に置諌で入ってくるような、たいへ

ん素晴らしいものでした。そして退場まで凛 としていて、空間を共にする私たちも心が洗われ

るような気持ちに傘 りま
レ
た。4月 から、それぞれの新 しい場所で、確かな “今

″
を重ねていっ

てくれるにちがいないと信 じています。

また、卒業式の前 日には、5年生が前 日準備を頑張つてくれました。5年生も卒業生同様にた

いへん素晴らしく、準備における自分の役割をしっかりと理解 しているばかりか、人の足 りて

いない所やゴミがあるところ、まだ掃除ができていないところなどを見つけては率先 して自分

が動いていました。感心したのは、先生からの指示を待つているとい うことがない、というこ

とです。それぞれが、状況を見て、今何が必要か相談して判断して、実際に動いているのです。

卒業式の式辞で、これからは “指示待ち族"“マニュアルの通 りに動く人"でなく「自分で問題

をみつけ」「自分で考えて動き」「自分で解決 していける」人が求められる、という話をしまし

たが、5年生は、まさにそれを体現していました。ここまでになるには、1年間、教科の授業の

中だけでなく、生活の様々な場面のいたるところで鍛えられ、学びとつてきたのだと思います。

さらに、 1年生から4年生までの子どもたちも、「ありがとうでつなぐバ トン活動」の各学年

の発表で頑張り、晴ればれとした表情をしていたことは、前号に掲載 したとおりです。

自分のしてきたことを誇れるということはたいへん意味のあることだと思います。 1996
年ア トランタ五輪女子マラノンで銅メダ リス トとなつた有森裕子さんの「はじめて自分で自分

を褒めたいと思います。」という言葉はあまりにも有名です。この言葉は、その4年前のバルセ

ロナ五輪での教メダルのあと、歯養株から「羨は益」と期待されるも結果は輛という妬れの挙
のものです。有森さんは「自分で納得できた」から出てきた言葉だと語つておられます。

何に努力するか、その結果がどんな場面で表れるかということは 1人ひとりちがいますが、

本年度を七S、 り返って
構年、子どもたちと裸讚審の讐さまに学談叛普アンケートど符ってぉります。以前とちがつ

てメールによるアンケート形式で実施していますが、保護者の皆さまからは、266通の回答
をいただきました。その結果や、学校としても行つている学校評価を合わせて、本年度をふ り

返 り、次年度に向けた検討をしています。 本号では、その中の主だった項目を中心に、学校の

考えをお伝えしたいと思います。
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〕■ttTンケート加ら
ほとん どの項目で昨年度 よ

りも肯定的な回答が増えま し

た。中でも「英語の学習は楽し

い」唯 億の学薯 でいろいろな

考えを聞くのが楽 しみだ」「毎

日自分から挨拶 している」「学

校の授業はわか りやすい」「自

分の考えを話 したり友だちの

話 を聞いたりして学習 してい

る」の肯定的回答率は、昨年度

よりも3.9ポイン トから8ポイ

ン ト増えました。また、強い肯

定的回答率について「自分の考

えを話したり友だちの話 を聞

いたりして学習 している」「道

徳の学習でいろいろな考 えを

聞 くのは楽 しみだとがともに8

ポイン ト近く増えたこと、「学

桜は繁しぃ」「隼桜の捜礫 はゎ

かりやすいJ「 自分には良いところがあるJも 5ポイント近く増えたことをたいへん嬉
Ⅲ
しく思ら

そいます。桜偶の接弊薪発で舞逹濠井物葡弱な挙び呑いを析発していることや、授業だけでな

く、児童会や委員会が中心になって自分たちの生活を自分たちで自主的に良くする取組 (特別

揺鋭)が倍発になつたこと、人権。葉この櫛缶から婆埜,釜怒な学萩にしていく鼓越も其体弱に
行つたことの成果であると提えています。
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児羞アンケート

学強での生活韓菓とい

学級の中に自分の気縛うなわか,て くれる人がいる

相手の気持ちを守えとがら行ぬしている

慮しいことでも失敗をおそれないで挑戦している

将来の夢や目標をもつている

英苗の学貿嫌森しい (3‐ S年 )

学校や等級の目除、安心ルールを大切にしてヽ 心ヽ

造建の学智でいういうな守えを簡くのが蕪しみだ

盤慮や安全に気をつけて生活している

体脅や体み幹関に患助することは好守だ

人が霞っていたら、通んで助iする

係活動やそうし、|む食の仕事をがんぼつている .

毎日、自分からあいをつをしている

鱒日、療で学雷や常盛をしている

本をたくさん擁むことができている

ae分の考えを銹したり友たちの屋t面いたりして挙雷して…

勉強がわかるまであとらめずに取り軽める

電子熟線や,ブレットを使oた授泰はわかり,すい

学校の授慕はわかりやすい

先生難̀ あなたの良いところを鬱めてくれる

自分佳ほ良いところうfあ る

学級のみんなで協力して何かをやりとげk嬉しかつたこと

歳たちと伸良く追ごしていう
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保護者アンケート

学禁tよ 子どもが絶歳への理解を深めるために環境教育を実・・|:●96i3監 : :r:|||14銀貢隠
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学校ほ子どもの′b身 の健際について週勢に指導してtヽ る

学校ほ子どもに身の守り方や防災tついて歯尊している

学校(ま 1入 ひとジを大切にし、↓ヽし
`う

のない宇続づく琴,こ
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学校は家庭との連益に努め、子どもの教育につサiて

子どもと現範意鍮が身についている

子ども慧遁億で学んだことを家で議してこ、4 12Cra監 1111翻 1鶴II

学校は進んで本を読と子を育てるために読書指尊をしている

lCTを活用した授業
`よ

寧力再二に効果的である

学校lま子どもに学力を身に付1す させる
'お
力や工大をしている

子ども
`ま

授業が分かりやすいと言っている

子どもは学校を薬しみにしてとき生きと学校生活を送って

争験は地域や保護者と連携した教育活動の充実1こ努めている

,検
`ょ

子どもの守(子や教齋方針を分かりやすく伝えている
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お忙 しい中、回答いただきあり

がとうござぃましたと (グ ラフが

ちょうど 100%になつていない

のは、「わからない」の選択肢を

表示していないことによります。)

児童アンケー ト同様に多くの

項目で、昨年度より良い結果とな

りましたが、梼に、言い督遣話

回答について、「学校は 1人ひと

りを大切にし、いじめのない学

校づくりに努めているJ「学桜は
家庭との連携に努め、子どもの
教育について稲談できる」「学譲
は子どもに身の守り方や防災に

ついて指導している」「挙桜は手どもの芯身の権譲について撞栃指導 してぃる」「手どもは授業

が分かりやすいと言ってぃる」「子どもは道徳で学んだことを家で話している」が 12～ 19ポイ

ント貞い結果でした。栖にも 10ポイント近く良い結果となつたものがたくさんありました。

しかし、「挙楼は学どもあ怒身の推巌について港坊が電章してぃる」「ICTを播痛した捜業
は学力向上にが果的である」は、晋走話箇番を合わせた籍菜は辞挙を6～ 10ポイント千箇りま
したЬ鞠 イま、加あてオンライン催 を箕姥した辞牟隻1ことどべてIcTの播痛を懸じてヤヽた
だきにくかつたことが影響しているかもしれませんが、オンラインで教室と家庭をつなぐIC
T活用だけでなく、令和5年度は、 1時間の授業において子どもの学びがより深くなるための

活競な播痛労接に?いての授業研究を学稜墾株で遷めていく予定をしています。

自由記述欄にご意見等をお寄せいただいた数は 42通でした。その中の 12通 については、教

職員や学校に対してお褒めの言葉をいただく内容であり、恐縮 してお ります。その他につきま

しては、ご希望やご提案をいただいたものの他、苦言をいただいたものもありました。いずれ

のご意見も、わたしたちとは違 う目線で見ていただいているから気づいてくださつているもの

であり、たいへん貴重なものだと感 じております。

コロナ禍により制限されていた教育活動や学校と保護者の間のコミュニケーションについて

は、釈斑を錐叛ながら充実を図およう苓嶺 のあザ芳 を出してまいります。 ICTの 播婦につい

ては、授業の中でのタブレットパソコンの有効な使い方の他、ホームページの有効活用等も工

夫していきます。また、子どもたちの様子を見ていただく機会については、数 日間の期間を設け

て教科の授業だけでなく発表や生活の様子も参観いただける場を設定する予定です。

令和 5年度も子どもを中心として保護者の皆さまのご協力もいただきながら学校として前進

していきたいと存 じます。どうぞよろしくお願いいたします。

中 牟 ■ 学 金 ÷ 造 畿 寺 拳 ÷ 韓 ■ 器 寺 拳 奉 等 ÷

※4月から、毎朝の健康観察票(クリァム色)は集めません。春休み前の配布もしていませんので、

お知りおとくださるようお願いします。


